
令和２年度（2020年）

診療報酬改定の概要

－泌尿器科領域の関連項目を中心に－

手術・検査・処置・材料

画像診断・指導料など

令和 ２年 ４月
愛知県泌尿器科医会
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手術



K775-2 経皮的腎（腎盂）瘻拡張術（一連につき） 6,000点

【算定上の注意事項】

「一連につき」 の内容については、本資料作成時点で情報は
まったく無く不明です。詳細が分かりましたら、改めてお知らせ
いたします。
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泌尿器科関連手術 (新設)



内視鏡手術用支援機器(ダヴィンチ等)を使用できる手術（新規）
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ダヴィンチ使用手術の適応拡大

手技料は既存の腹腔(縦隔)鏡下手術と同点数

施設基準あり



K838 精索捻転手術
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精索捻転手術の改正（ねじれ点数の解消？）

１ 対側の精巣固定術を伴うもの

7,810点 → 8,230点

２ その他のもの

（患側のみの整復固定術又は摘出術を行った場合）

8,230点 → 7,910点



【改定前】

K841－2 経尿道的レーザー前立腺切除術

1 ホルミウムレーザーを用いるもの 20,470点

【改定後】

K841－2 経尿道的レーザー前立腺切除・蒸散術

1 ホルミウムレーザー又は倍周波数レーザー

を用いるもの 20,470点

※ 倍周波数レーザー : グリーンレーザ又はダイオードレーザを指す

※ ﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾛｰﾌﾞの費用は所定点数に含まれ別に算定できない

※ 複数手術に係る費用の特例になるため「経尿道的膀胱結石、異物

出術」との併算定（手技料の50％加算）ができます。
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手術項目の見直し (新規)



同一手術野又は同一病巣につき、表の左欄に掲げる手術とそれぞれ同表の右欄に掲げる手術とを同時に

行った場合は、主たる手術の所定点数と従たる手術（）の所定点数の100分の50に相当する点数とを合算し

て算定できる。
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複数手術に係る費用の特例の改定（泌尿器科関係）
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バスキュラーアクセスに係る手術の改定
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経皮的シャント拡張術・血栓除去術の見直し



11

Ｋ627-2 腹腔鏡下リンパ節群郭清術の見直し



K747 肛門尖圭コンジローマ切除術

1,040点 → 1,250点
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尖圭コンジローマ切除術の見直し（増点）

K824 陰茎尖圭コンジローマ切除術

1,130点 → 1,360点

K856-4 膣壁尖圭コンジローマ切除術

1,040点 → 1,250点

部位により点数が異なるため、レセプトの傷病名には
「肛門」、「陰茎」、「膣壁」の別を明記することが必要
です。



K823-6 尿失禁手術（ボツリヌス毒素によるもの） 9,680点

13

【手術】新設

【注意事項】

(1)過活動膀胱又は神経因性膀胱の患者であって、行動療法、各種抗コリン薬

及びβ3作動薬を含む薬物療法を単独又は併用療法として、少なくとも12週

間の継続治療を行っても効果が得られない又は継続が困難と医師が判断

したものに対して行った場合に限り、算定できる。

(2)効果の減弱等により再手術が必要となった場合には、4月に1回に限り算定

できる。

(3)上記に対する投与は講習を受けた医師に限る。

(4)ボトックス注用の用法・用量を遵守すること。
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検査
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超音波検査の評価の見直し①

算定要件の見直し (新設) 【診療録記載事項】

※ 超音波検査を算定するに当たっては、当該検査で得ら

れた主な所見を診療録に記載すること又は検査実施者

が測定値や性状等について文書に記載すること。なお、

医師以外が検査を実施した場合は、その文書を医師が

確認した旨を診療録に記載すること。

※ 検査で得られた画像を診療録に添付すること。また、

測定値や性状等について文書に記載した場合は、その

文書を診療録に添付すること。
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超音波検査(訪問診療時)の評価（新設）②
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超音波検査の評価の見直し③(胸腹部)
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淋菌核酸検出 ＆

淋菌及びクラミジア・トラコマチス同時核酸検出の改定

本検査は、泌尿器、生殖器又は咽頭からの検体によるものである。
ただし、男子尿を含み、女子尿を含まない。

本検査は、泌尿器、生殖器又は咽頭からの検体(尿検体を含む。)
によるものである。

今回の改定により、検体が女子尿であっても認められ
ることになりました。

原則、病名としては男性では淋菌性/クラミジア性尿道炎、女性で
は淋菌性/クラミジア性子宮頸管炎を用いてください。
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検査の新設

経皮的腎生検法 2,000点

所定点数には心電図検査及び超音波検査が

含まれており、別途算定できない。
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処置
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処置の新設

J043-7 経会陰的放射線治療用材料局所注入 1,400点

放射線治療(体外照射、ガンマナイフによる定位放射線治療、

直線加速器による放射線治療、粒子線治療、密封小線源治

療)を行うに当たりハイドロゲル型の放射線治療用合成吸収

性材料(SpaceOAR)を用いた場合に限り算定する。

前立腺癌の放射線治療に対して適応です。



22

後発医薬品
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後発医薬品の使用促進の見直し
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医療材料
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在宅自己導尿におけるカテーテルの評価の見直し
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腎瘻又は膀胱瘻用材料の算定について（改定？）

令和２年３月31日 厚労省保険局医療課 事務連絡
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訪問看護で使用できる医療材料（追加）
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指導・管理料
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排尿自立指導料の見直し (入院・新設)
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外来における排尿自立指導の評価・見直し（200点）
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リンパ浮腫指導管理料／リンパ浮腫複合的治療料の見直し
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各種加算
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救急医療管理加算の評価の見直し
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画像診断
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全身MRI撮影加算（新設）

【算定上の注意事項】

前立腺癌の骨転移の診断を目的とし、複数の躯幹部用コイルと脊椎用コイルを組
み合わせ、頸部から骨盤部を少なくとも３部位に分けて撮像した場合に限り算定す
る。

なお、本画像診断を実施した同一月内に骨転移の診断の目的で骨シンチ又は
SPECTを実施した場合には、主たるもののみ算定する。
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リハビリ
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Ｈ007-2 がん患者リハビリテーション料の要件変更
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オンライン診療



情報通信機器を用いた診療の活用の推進
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放射線治療



M 003 電磁波温熱療法の要件変更
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